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1　事業の概要

30年度

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1 87,458

未達成61%80%-1

72,67172,6711.00
授業補助、印刷業務、採点業務等を補助的に行うサポート
スタッフとして非常勤職員を小中学校102校に配置した。

28,800

264

「チームとしての学校」ス
クール・サポート・スタッフ配
置事業

No
プロジェクト

細事業名 30年度　実施内容（実績）
職員数 平成30年度 令和元年度

No （人）

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業改善シート （30年度実施事業分）

29年度 30年度

目標値 成果

令和元年度

87,458

87,458

58,394

成果指標
設定理由

１か月の時間外勤務時
間が45時間以下また
は前年度比10％以上
減の学校の割合（配置
校）

サポートスタッフを活用した業務改善に向けた学校マネジメ
ントの実施状況を、時間外勤務時間の改善状況によって評
価する。

備考

合計 1.00 72,671 72,671 87,458

（当初） （決算） （当初）

目標に対する

成果の状況

・成果指標に掲げた学校数の割合における比較では、各学校ごと時間外勤務時間の減少に差があり、目標値は達成できな
かったものの、配置校の平均時間外勤務時間の対前年度比では、約10％の減少が確認できたため、授業以外の諸業務を補
助的に行うスクール・サポート・スタッフを小中学校合わせて102校に配置したことによる時間外勤務時間の改善への一定の成
果は確認することができた。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

・平成30年度は通常学級数が概ね18以上の小（義務教育学
校前期課程を含む）・中学校（義務教育学校後期課程を含
む）にスクール・サポート・スタッフを配置したが、未配置校も多
い。

・スクール・サポート・スタッフの配置数を拡充し、更なる業務改
善に取り組む。

 概算人件費 （Ｃ）

 概算事業費（B（A）+C）

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

72,671

1.00

0

0

8,218

80,889

1.00

8,218

95,676

23,936

0 171

当初予算
No 成果指標 29年度

達成状況

　県　債

48,564

0

72,671

72,671

事業番号 15 02 04

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

区　分（単位：千円） 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越

補正予算

合計（A)

目指す姿

授業以外の諸業務を補助的に行うサポート・スタッフを学校に配置し、教員の負担軽減を図ることで、教員が児童生徒への指
導や教材研究等に注力できる体制を作る。

（主な実施内容：授業補助、印刷業務、採点業務等を補助的に行うサポートスタッフを一定規模以上の学校に配置する。　）

Aの
財源

　一般財源

　国庫支出金

　その他

現状
(予算編成時)

平成29年度「４・５月教職員の勤務時間等の調査」では教員一人当たりの１か月平均時間外
勤務時間は63時間44分であり、前年と比較し微増。本来業務のほかに諸事務、部活動、授業
補助等の多種の業務が長時間勤務の一因となっている。今後、学習指導要領の改訂に伴う
授業改善や複雑化した課題への対応等、教員が本来業務に注力できるための人的支援が必
要。

30年度
決算額

72,671 千円

職員数 1.00 人

gimukyo@pref.nagano.lg.jp
事　業　名 「チームとしての学校」スクール・サポート・スタッフ配置事業費

部局 教育委員会事務局 課・室 義務教育課

実施期間 Ｈ30 E-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

総合的に展開する
重点政策

1-2 地域とともに取り組む楽しい学校づくり
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

15 02 04

29年度

「チームとしての学校」スクー
ル・サポート・スタッフ配置事業

「チームとしての学校」スクー
ル・サポート・スタッフ配置事業

直
接

授業補助、印刷業務、採点業務等を補助的に行うサポー
トスタッフとして非常勤職員を小中学校100校程度に配
置予定

授業以外の諸業務を補助的に行うスクール・サポート・
スタッフを小中学校合わせて、102校に配置したことに
より教員の時間外勤務時間を減少させ、負担を軽減する
ことができた。

計画通り
○

97,344 72,671 72,671

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0 97,344 72,671 0 72,671合　　　　計

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

1

細事業
No

項目

実
施
方
法

30年度　実施内容（予定）

教育委員会事務局 義務教育課課・室「チームとしての学校」スクール・サポート・スタッフ配置事業費

30年度
実施
状況

部局
事業番号

事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）
当初
(千円)

要求
(千円)


